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　前言1）において，AM系の粘度と塩濃度の相関
から，AMの結合，解離についてその機構を論じ
た。今回はその中に指摘せるmyosin－ATPase　ac－
tivityに対するactinの影響に関して実験を行い，
あわせて，AM系を形成するactin，　myosinの量
的関係に伴なうそめ結合解離機構について実験を
行ったのでここに報告する。
　　　　　　　　　實験方法
　A：Mの比率変化に伴なう合成AMの態度を3種の方法
により比較検討した。
　1）myosinを一定にし（終濃度2．7　mg／cc），　aetinを
漸弐増量してA：M＝1：1～1：4までのAMを4段階合成
し，全量を6ccになるよう｝こし，　ATP添加による粘度変
化を観察した。なおこの場合のmyosinはA．Szent－Gyδr－
gyi，’），　actinはBailey3）の方法により精製したもの，　ATP
はA．Szent－Gy6rgyiの方法によったNa－saltを2×10－2
M液0．2cc使用した。
　II）actinを一定にし（終濃度0．667　mg／cc），漸；突myo－
si11の濃度を増して，　A：M＝1：1，一1：5までの5段階と
し，2×10『2MATP液0．1　cc添加により上と同様の観察
を試みた。この場合のmyosin及びATPは1）と同じ方法
によるもの，actinはStraub4）の抽出法によるものを使
用した。
III）〔A．十M］の蛋白濃度を一定とし（終濃度2mg／cc），漸
亥両者を増減してA：M＝1：1～1：5までの5段階とし，
1％　ATP　（2×10－L’　M）　O．1cc添加による粘度変化を上同様i
観察した。この揚合の材料はII）と同じ製法のものを使用
した。
　これ等の実験はすべて同一のOstwald粘度計を使用し，
液温25℃，抽出条件そ㊥他は前報に準じた。各実験におけ
る試料は同一でないが，各実験は可及的速に処理し，また
条件は各個において可及的に揃えるよう注意を払った。
　　　　　　　　　實験成績
　1＞myosin一定の揚合の実験におけるATP添加によ
る粘度変化はFig．1に示したとおりで，臥ctin量が大なる
ほど，初期粘度並びに下降度も高く，A：M＝1：1におい
てのみsplitting　timeが認められ，それ以外は下降後直ち
に恢復の徴が見られる。、A：M＝1：4ではinitial　viscosity
は低くまたpercent　activi七yは非常に小さく17％である。
A．：M＝1：1におけるpercen七activi七yは75％である。
　またFig．2に示した如く，　spli七七ing　timeが著明に見ら
れない故に，便宜上粘度値が一定になるまでの時間即ち．
recovery完了までの時間をplotして曲線をつくった。こ
れによれば，actin量比滅少につれて短縮することが明瞭
である。換言すれば，actin量が大なるほど回復に要する
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』II）actin一定にしてmyosinを漸次増．：量して合成せる
各種AMに対するATP添加前後の粘度．変化をFig、3に示
した。添加ATP量が一定である故，　myosinが増量すれば
splitting．timeが短縮するものと考えられるが，寓実こ
の図が示す如くA：M＝1：1において11分，myQsin量
が増すにつれて短縮し，A：M＝1＝4～1＝5ではsplitting
timeは認められない。また図において，　perceht　activity
はA＝M＝111において最も大きく67％で，以下減少して
1：5において33％を示し，また恢復値は大体初期粘度に
等しい値を示す。Fig．4はこの場合のsplit七ing七ime及
び回復完了までの時間を曲線に示したが，前述のとおり
myosin量が増すとsplitting　ti正neは短縮するが，その量
が一定度以上となると，回復完了までの時間に変化が著明
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でなくなる。
III）［A．＋M］の蛋白濃度を一定にして両老を適当に増減
して比率を1：1～1：51こ変化させた瘍合のATP添加によ
る粘度変化がFig．5に一目してある。この場合薯明なこと
は，各比率においてATPによる下降値がほぼ一致してい
ることであり，しかも～比率1：1の場含においてsplitting
time及び回復に要する時間の著しい延長を見，これは
myosinの増加に伴なって，次第に短縮する。なおactin
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　Fig・5。　Viscosity　change　of　syntheti　c　actomyo－
sin－solution　according　to　al七eration　of　the　ratio
of　acbin　to　myosin．　（actin＋m．yosin　constant）
　Abscissa：　same　as　Fig．1
　0rdinate：　’　，，
　　ATP　addition　indicated　by　arrow
量比大なる場合，特にA：M＝1：1～1：2において著睨な
over　effectが見られる。
　Fig．6はこの場合のsPlitting　timeと回復完了までの
時間を曲線で示してある。actin量増加によりそれ等は著
明に延長している。
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総括並びに考按
　従来aetin，　myosinの比率に関する実験は非常に少な
く，この種合成の実験としてはStraub5），　Franz6）．の記載
がある。これを実験IIIと比較して見る．と大体の傾向とし
てはいずれも近似しているが，そのactivityについては
差が認められる。即ち本実験III（Fig．5）はStraubの実験
と同様の性質をもつたもので，actin　：　myosinの比率変化
に伴なって初期粘度言及びそのpercent　activi》目論出
する。この実験ではA＝M・＝1：1において，初期粘度及び
ac七ivityが最高である。　Straub或はFranzの成績におい
ても，A：M＝2：3附近において初期粘度は最高を示し，
Straubによれば1：5を100％とした場合の粘度％が2：3
においては170％を示す。これに対し本実験においては
2；3に相当する位置では約120％の粘度を示し，量的には
上記の値と相当の差が認められる。しかし両実験とも同じ
S七raub．法のactipとA．　Szent－Gy6rgyi法のmyosinを
使用しているにかかわらず，この差を生じたということは，
抽出条件の差によりsamPleの相違に帰因するものと認め
るのが妥当と考えられる。しかしこれは，著者の実験意図
に対して支障となるとは考えられない。
　さて緒論において提示した実験目的であるATP恥eに
関する問題について先づ検討して見る。虚報の実験が示唆
した如く，myosin－ATPaseに対してactinがO．6M　KCI
環境において抑制作用をもつといい得るかの点に関し，実
験結果を綜含するならば，この実験成績においては，ATP
添加後の粘度変化において，splitting　time及び粘度回復
態度は三実験とも同一の傾向を示す結果を得ている。，．即ち
実験H，IHにおいては，myosinの比率増加に伴なうsplit－
ting　time或は回復時間の短縮はもちろん著明であるが，
1実験においてもまたactin比の比較的減少にともなって
同様の急峻曲線を画いて短縮することがそれぞれFi9．3，
5及びFig．1において明かに示されている。3つの実験は
前記の如くそれぞれ方法を異にし，ac七in　一一定の時はAM
蛋白濃度はMIA比の上昇とともに上昇し，反対にmyosin
一定の時は下降し，皿実験では蛋白濃度は常に一定℃あ
る。しかるにこの3種の実験のいつれをとっても．常にA：
M＝1＝1において即ち，actin量が相対的に増加せる’揚合
に最長のsplitting　timeと回復に要する時間を経過する
5）　Straub，　F．　B．：　cit．　1＞． 6）　Franz，　J．：　Bioehem．　Z．　321，　32　（1951）．
，
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点から見て，過量のactin自体がこの回復に対する阻止の
一因を負5と考えることが出来，ae七inがATPase　activity
を抑制するためにかかる現象を惹起したものと見倣して煎
麦えないと考える。なお，この場合，材料が蛋白濃度に相
当の差があり，且つ比率的相違も強く作用するために等量
ATP添加によるsplit七ing七コ口eの正確な態度を全面的に
把握することが困難であるため，回復完了までの時間を
plOtして見た。このことはactin，　myosinの再結合の機
構；actinの蚤合等色々の議論の介入するところであり，そ
の可否は一概には論じ得ないが一応便宜上参考に資した。
　いずれにせよ，これ等の両曲線が上記3つの異なった実
験において常に同様の傾向をもつということは，湯田坂7）
の0．2MKCIをさかいとして高塩濃度側においてactinが
myosin－ATPase　activityを抑制するという実験を，　AM
粘度変化畑田による実験から支持するものであり，またこ
のことがactinと弛緩の関係に関する横山s）の同様の論旨
を湯田坂等の実験とあわせて支持するに足るものと解せら
れる。
　なお1の実験においてBaileyに従って抽出せるactin
を使用したことは，条件の相違として注意すべきであるが，
しかしこのように抽出条件の異なるactinを使用してしか
も同一の結論をなし得る成績を得たということはわれわれ
の見解の妥当性を強めるものと解し得よう。Bailey法に
よるactinは，それ自体の粘度は低い値を有するが一旦
myosiRと結合すれば他と何ら変わらざる粘度上昇を示す
のであり．このことはそれの反応性が高いことを意味する
ものと解せられる。
　夢（に，比率変化に伴なう出遅解離機構の変化について実
験成績を検討して見たい。この点において特に注目される
のばαvereff‘ectの聞継である。　Fig．7において著明に示
された如く，actinが比率的に過大な場合において，蛋白
濃度上昇による場合（Fig，3参照）を遙かに上廻ったover・
ef艶ctを認めることである。そもそもovereffiee七に関し
てはその本態の詳細は未だ不明であるが，その類型を求め
る．なら．actinのG→F変形の時における喜劇がある9）。
しからばこのoverefl‘ectが直接G→F変形に関係あるか
を考察するに，AM溶液のATPによる降下がF→G変形
に対応するとは察倉m）の成績と対比して考え難い。即ち，
myosi醜共存下のG→F変形は0．6　M　KCI環境では極めて
緩慢に行われることである。しかし一部G－actinの混在の
可能性も想像出来たいこともない。何故ならばFig．3，5を
比較して見て，．actin相対爆撃なる時に起ろのであって単
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホLl麗医誌　1955
に蛋白量には比例しないのであり，このことがその；一・証左
となろう。actinが過剰にあるということは安定な状態つ
まり粘度のinitial　stateではstoichiometricなAM結合
以外にactinがfreeの形で存在する可能性もある。これ
にATPを加えた場含にはactin及びmyosinはすべて解
離しこれがsplitting　timeを経てreeombinationを行う
場合に余剰のac七inをも含めたすべてのactinがmyosin
に対してin七erac七ionを行う可能性がある。しかして時間
経過とともに余剰分は何らかの意味で結合がとかれて安定
化する。このような考えもこの闘乱可能のように思われ，
これが肯定され得るならば，overeffectもこのように解釈
して差i支えないようにも思われる。かかる問題に関する詳
細は，actinの重合等の問題と関係して今後の重要問題と
なるであろう。
　以上actinのmyosin－ATPaseに対する影響を粘度変化
におけるsplitting　timeの長短の比較の面から種々論じ，
あわせてこれに附随する2，　3の問題に関し考察を加えた。
しかして上記の諸成績よりac七inがmyosin・ATPaseに対
し抑．制的作用を有することは確め得たが，その根本野洲は
未だ審でない。これに関する実験は本教室において目下多
方面から進められている。
結 論
　myosin　一一定，　actin　一一定及び〔A十M〕一定（蛋
白濃度）の三方向より異なった合成法により比率
の相違せる数段階のAM：の粘度をATP添加前後
において観察した。
　1）各実験においてactin量増加にともなって
splitting　time及び回復完了に要する時間の延長
が見られる。
　2）〔A十M〕一一一定の時，actin量増加に際して著
明なovereffectの現象を見る。
　3）　これ等のことよりmyosin　ATPaseに対す
るactinの影響に，関して湯田坂等の酵素的実験の
成績を裏付け得た。
　4）overeffectの機構に関して若干の考察を加
えた。
　以上actin，　myosinの相対的関係について，特
にactinの作用を重視して考察を試みた。
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和30．1．17受付）
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s Summary
　　　In　connection　with　the　problem　suggested　in　the　previous　report，　the　relationship
between　actin　and　myosin　was　studied．
　　　　The　viscosity　change　was　observed　before　and　after　the　addition　of　ATP　on　synthetic
AM　with　different　synthetical　methods：　myosin　constant，　actin　constant　and　（myosin十
actin）　constant　in　equal　protein　concentration．
　　　By　the　relative　augmentation　of　actin　quanti’ty　it　was　observed　in　each　experimen’t
that　the　splitting　’time　is　generally　prolonged，　while　on　the　other　hand　the　so　called　“over
effecV’　phenome．non　appeared．
　　　These　results　confir皿the　experiments　conducted　by　Yutasaka，　in　which　actin　was
found　to　regula’te　ATPase　activity　of　myosin．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Jan．　17，　1955）
